
Intellectual  Asset-Based 
Management Society

IAbMS
知的資産経営研究会

2010．07

参加者募集要項

TEL：03-5766-6345
E-mail：yoshizumi@jiam.or.jp

開催場所
大 阪



研究 教育 実践

知的資産経営学会
設立へ

知的資産経営
アカデミー設立へ

知的資産経営
支援者ネットワーク
の設立へ

知的資産経営研究会の3つのミッション

知的資産経営の普及と啓発へ貢献

いま、企業価値を生み出す源泉としてナレッジ、ないし無形の価値をもった「知的資産」
が大いに注目されております。

これは物的設備投資に企業価値の源泉を求めた２０世紀型「プロダクト経済」から、
ブランド、技術力、ネットワークなど無形の価値に競争優位性の源泉を求める「ナレ
ッジ経済」への移行を背景とするものであります。このような自社の優れた知的資産
のストックとフローとを広く利害関係者に伝達手段が「知的資産経営報告書」であります。

このような知的資産経営報告書を作成し、広く社会の理解を得るためには、まず、それ
を作成・支援する人材の育成が図られなければなりません。

本研究会は、知的資産の活用・管理に精通し、知的資産
経営報告書を作成しうる「知的資産経営スペシャリスト」を
育成しようとするものであります。
本研究会を通じて、知的資産経営が一層活発となり、企業
の活性化と経済の発展に資することができることを期待い
たしております。

古賀 智敏（同志社大学特別客員教授・神戸大学名誉教授）

本研究会は、知的資産経営の普及と啓発及び
社会への貢献を目的として、「教育」「研究」「実
践」の基盤を作るべく、設立されました。
「教育」の分野では知的資産経営アカデミーの
開設準備を進めており、近々に告知できるので
はないかと思います。また、「研究」の分野では、
代表世話人の古賀智敏先生を中心として、知
的資産経営学会の設立に向けて準備を始めま
した。更に「実践」の分野では多くの知的資産経
営報告書を評価し、更に良い物に作り上げるべ
く支援者のネットワーク化を構想しております。
本研究会にご参加頂き、共にこれらの基盤作り
にご協力頂けますと幸いに存じます。

アドバイザリーグループ
《代表世話人》 古賀 智敏 (同志社大学特別客員教授・神戸大学名誉教授)

《幹事会メンバー(五十音順 敬称略) 》
内田 恭彦(山口大学経済学部・教授) 久保 浩三(奈良先端科学大学院大学・教授)
榊原 茂樹(関西学院大学商学部・教授) 田中 宏昌(大阪府商工労働部 大阪産業経済リサーチセンター)

中森 孝文(立命館大学経営学部・准教授) 松本 誠一(㈱帝国データバンク・産業調査部)
森下 勉(㈲ツトム経営研究所・代表取締役) 與三野 禎倫(神戸大学大学院経営学研究科・准教授)
池田 公司（甲南大学 経営学部 教授） 姚 俊 （文部科学省・学術振興会特別研究員）



知的資産研究会の概要

■ 期 間 ■
研究会は７月~翌年３月までの期間で全８回を予定しております。

■ 会 費 ■
会費は、個人会員6万円・法人会員25万円（３名まで参加可能）とします。
△ 割 引 △
第一期の関西知的資産経営研究会に参加した者は半額の３万円とします。
関西知的資産経営研究会に参加した法人の割引はありませんが、法人として参加した個人が今回の
知的資産経営研究会に個人で参加する場合は、上記金額の割引を適用させていただきます。

■ 開催場所 ■
会場 ： 中小企業基盤整備機構近畿支部セミナールーム OMM ビル11 階

（大阪市中央区大手前1-7-31OMM ビル11 階）
尚、会場に関しましては、独立行政法人中小企業基盤整備機構近畿支部のご好意により、ご提供を
頂いておりますが、８月以降場所を変更する予定がございます。上記場所に極力近い場所を探す予定
でございます。皆様方にはご迷惑をおかけ致しますが、何卒ご理解の程、宜しくお願い申し上げます。

■ 研究会の形式 ■
研究会の開催は原則、月１回程度を予定しております。（開催日時は、別紙にて）
13：00～14：30（１時間30分） 「内容は主に知的資産経営の人材育成に係る内容」
14：30～14：45（15分）質疑応答
14：45～15：00（15分）休憩
15：00～16：30（1時間３０分）「内容は主に知的資産経営のケーススタディー」
16：30～16：40（10分）質疑応答
16：40～17：00（20分）関係者ミーティング
17：00 終了予定時間
※ケーススタディーの後半は参加者からケースを募集して討議形式で行う予定です。
提供者に１回当たり３万円の謝金を支払を行う予定で。

■ 有料セミナー ■
知的資産経営研究会は年間２回程、有料セミナーを開催する予定です。本研究会への参加者の
皆様方には、月例の研究会と同じ位置づけとして、無料にてご参加いただきたいと思います。
（日程案は別紙参照）

■ 知的資産経営支援者としての登録制度 ■
本研究会に参加し、一定の能力があると認められた者には、財団法人知的資産活用センターが主催
する「知的資産経営アカデミー」の卒業者と同様に、当財団へ知的資産経営支援者として登録する事
が出来ます。（登録料は別途必要になります）登録者は、当財団と経済産業省の知的財産政策室が
共同で運営している「知的資産ポータル」において知的資産経営の支援者として公表致します。



F A Q
Q：研究会への参加方法を教えて下さい？

A：別紙申込用紙をダウンロードして、（http://www.jiam.or.jp/serviceindex1.html）又は、本紙
の最終頁にあります申込書に、必要事項をご記入の上、事務局まで、e-mail又はfax
にてお送り下さい。事務局で確認後、支払先を記した情報をお送りさせて頂きますの
で、研究費をお振込み下さい。入金の確認が出来たところで、確認のご連絡をさせて
頂きます。

Q：途中で研究会をやめてしまった場合、会費の返還はありますか？

A：基本的に会費は入会前に支払って頂き、会費の返還はございません。
しかしながら、代表世話人及び事務局で検討し特別な事情と認められる場合には、
月割での返還を行う場合があります。事前に事務局までお問い合わせ下さい。

Q：研究会の日程で合わずに参加できなかった場合、何かのフォローはありますか？

A：研究会に参加出来なかった場合には、事務局にご連絡いただければ、当日の資料
をe-mailにてお送りさせて頂きます。

Q：知的資産経営アカデミーとは何ですか？

A：知的資産経営アカデミーとは財団法人知的資産活用センターが開催する予定である
知的資産経営の支援者を育成するための教育プログラムです。
インターネットを使ったE-Learningと研修を使って知的資産経営を支援する人材を育
成し、能力があると認められた者を登録する仕組みです。
登録には別途事務手数料と登録料が発生しますが、登録者は財団法人知的資産活
用センターのHPで宣伝させて頂きます。今回の知的資産経営研究会に参加して頂き
一定の能力がある方には、知的資産経営アカデミー受講者同様の仕組みで希望者
は当財団への登録を行うことができるように致します。

Q：この研究会は関西以外では行われないのですか？
A：定例の研究会は大阪で行うことを基本としておりますが、当研究会の内容を、東京や
名古屋などの大都市で集中的に学習して頂く研修会の開催も企画しております。
毎月、大阪に来ることができない方は、是非、研修会の方へのご参加をお待ちして
おります。



（研究会参加者無料）第4土曜3月26日

内容は別途企画セミナー第八回

参加者からの知的資産経営事例発表募 集テーマB（ｹｰｽﾀﾃﾃﾞｨｰ）15：00～17：00第３土曜

知的資産経営と情報技術森下先生テーマA（教育）13：00～15：002月26日

タイトル講師種別時間第七回

2月11日（金）.12日（土）.13日（日） 名古屋 定員40名 20名以上の申し込みで実施予定

１月28日（金）.29日（土）.30日（日） 東京 定員40名 20名以上の申し込みで実施予定

（研究会参加者 有料）
研修会

～17：00

ヨハンソン先生＆エリック先生
（タイトル 未定）

特別プログラム13：00～未 定

タイトル講師種別時間第六回

知的資産weekの関係での日程調整 （研究会参加者無料）曜11月24日

内容は別途企画セミナー第五回

参加者からの知的資産経営事例発表募 集テーマB（ｹｰｽﾀﾃﾃﾞｨｰ）15：00～16：30第４土曜日

知的資産経営と知的財産権久保先生テーマA（教育）13：00～14：3010月23日

タイトル講師種別時間第四回

業種別知的資産経営報告書の勘所森下先生テーマB（ｹｰｽﾀﾃﾃﾞｨｰ）15：00～16：30第３土曜日

知的資産経営報告書とファイナンス田中先生テーマA（教育）13：00～14：309月18日

タイトル講師種別時間第三回

知的資産経営支援者の実務松本先生テーマB（ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨｰ）15：00～16：30第３土曜日

日本型知的資産経営入門内田先生テーマA（教育）13：00～14：308月21日

タイトル講師種別時間第二回

知的資産経営と知的資産経営報告書の意義中森先生テーマB（ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨｰ）15：00～16：30第5土曜日

知的資産経営の基礎知識古賀先生テーマA（教育）13：00～14：307月31日

タイトル講師種別時間第一回

平成22年度 知的資産研究会 スケジュールと概要（案）

※ 全ての研究会ではアドバイザリーグループのメンバーが可能な限り参加し、意見交換などを致します。
※ 内容を一部変更する場合がございますので、あらかじめご了承下さい。



平成２２年 月 日
ＦＡＸ：03－5766－6346
知的資産経営研究会御中
（事務局：財団法人知的資産活用センター）

参加申込書

知的資産経営研究会の趣旨に賛同し、下記のとおり参加を申し込みます。

記

会員種別
いずれかに○をつけてください 個人会員 ・ 法人会員

会社／事業所名

所在地

代表者
役職名及び氏名

ご担当部署名

ご担当者（参加者）

ご担当者連絡先

ご住所

お電話番号

FAX 番号

メールアドレス

【登録手続きについて】
1.本申込書は、ＦＡＸにてお願いいたします。E-mailでのお申し込みは、http://www.jiam.or.jp/serviceindex1.html
より申込書をダウンロードして添付ファイルにてお送り下さい。

2. 申込書到着後、事務局より請求書をお送りいたします。
3. 会費のお振込をお願いいたします。
（振込手数料はご負担をお願いいたします。振込受領書をもって領収書に替えさせていただきますので、あらかじめご了承
下さい。）
4. 振込確認後、会員登録のご連絡をさせていただきます。
注：ご登録に際しご記入いただきます情報は、研究会（事務局）より各種活動のご案内をお送りすることにのみ利用いたし

ますと共に、個人情報保護法等の諸法令に準拠いたしまして当財団で厳重に管理いたします。
※当財団より各種活動のご案内をお送りする宛先（メーリングリストを含む）を複数登録ご希望の場合には別途承りますで、
ご連絡ください。

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前5-52-2 青山オーバルビル15階 財団法人知的資産活用センター
お問い合わせ：Tel:03-5766-6345, 担当：吉栖（ﾖｼｽﾞﾐ） yoshizumi@jiam.or.jp できる限りメールでお問い合わせください。

〒

＠


